
小中学生向け10の疑問から学ぶふくしま復興のあゆみ

• 震災から１3年以上が経過し、風化が進む中で、若い世代への記憶と教訓の継承が課題となっています。
• 未曽有の複合災害の記憶と教訓を「自分事」として捉え、復興に向けて挑戦を続ける本県の姿を学ぶ
きっかけを作るため、復興の状況を分かりやすくまとめた資料です。

• 復興に関する１０の疑問に答える形で、説明には図や写真、グラフを多く使用するなど、小中学生にも分
かりやすい内容としていますので、是非ご覧下さい。

掲載ページ二次元コード

福島を応援する「ベコ太郎」

（１）地震と津波の被害はどれくらいだったの？
（２）原子力災害はどんなものだったの？
（３）放射性物質ってなんだろう？
（４）廃炉作業ってなんだろう？
（５）ALPS処理水ってなんだろう？
（６）避難指示等区域ってなんだろう？
（７）福島の食べ物はどうなったの？
（８）福島の観光はどうなったの？
（９）福島イノベーション・コースト構想ってなんだろう？
（10）風評被害ってなんだろう？

福島県では、昔大きな地震があったみたいだけど、今はどうなっているのかな？
ニュースや新聞では「廃炉」や「処理水」ってよく見るけど、なんだか難しそうだ
なぁ…

そんな福島についての疑問を、わかりやすく紹介したのが、
「小中学生向け10の疑問から学ぶふくしま復興のあゆみ」なんだ！
10の疑問に分かれていて、最後にはクイズもあるみたいだよ。

10の疑問

福島県
復興シンボル
キャラクター
「キビタン」

お問合せ先 福島県 企画調整部 復興・総合計画課 E-mail fukkoukeikaku@pref.fukushima.lg.jp
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